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議
会
広
報
編
集
方
針
等
に
つ
い
て

2
月
18
日　

福
岡
県
太
宰
府
市

　

太
宰
府
市
は
、
昭
和
57
年
に
市
政
施

行
さ
れ
た
市
で
、
面
積
29
・
58
㎢
、
人

口
約
7
万
人
で
、
高
速
道
路
や
Ｊ
Ｒ
、

西
鉄
等
交
通
の
便
も
非
常
に
良
好
な
地

域
で
、
大
学
、
短
大
等
が
8
校
も
あ
り

文
教
都
市
と
し
て
、
ま
た
古
く
は
九
州

全
体
を
治
め
た
役
所
も
置
か
れ
た
り
、

大
宰
府
天
満
宮
も
有
名
で
歴
史
と
活
気

の
あ
る
市
で
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
各
常
任
委
員
会
か
ら

2
名
と
委
員
長
の
7
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
広
報
紙
が
市
民
に
わ
か
り

や
す
く
を
目
標
に
写
真
を
活
用
し
て
の

紙
面
作
り
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
月
19
日　

佐
賀
県
嬉
野
市

　

嬉
野
市
は
平
成
18
年
嬉
野
市
と
塩
田

町
が
合
併
し
、
面
積
1
2
6
・
5
1
㎢
、

人
口
約
2
万
9
千
人
で
、
長
崎
自
動
車

道
や
国
道
34
号
線
等
交
通
の
便
も
良
く
、

古
く
か
ら
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
、
嬉
野
温
泉
で
有
名
で
す
。
お
茶

や
陶
磁
器
等
の
産
業
も
盛
ん
で
住
み
や

す
い
よ
う
な
地
域
で
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
8
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
広
報
紙
が
市
民
に
い
か
に
読
ん

で
も
ら
え
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
、
身
近
な
写
真
や
余
白
を
活
用

す
る
等
紙
面
作
り
に
、
ま
た
議
会
閉
会

後
30
日
で
発
行
す
る
た
め
に
編
集
作
業

を
連
続
し
て
行
う
な
ど
努
力
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

所
感

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
広
報
紙
が

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
い
か
に
読
ん

で
も
ら
え
る
か
、
ま
た
発
行
ま
で
を
早

く
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
も
参
考
に
な
っ

た
こ
と
を
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

委員会研修報告

2
月
12
日　

山
口
県
美
祢
市

2
月
13
日　

山
口
県
山
陽
小
野
田
市

・
会
派
制
に
つ
い
て

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
平
成
25
年
度

2
月
12
日
山
口
県
美
祢
市
議
会
、
13
日
、

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
議
会
に
お
い
て
、

会
派
制
、
及
び
議
会
報
告
会
の
視
察
研

修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

両
市
議
会
と
も
に
会
派
制
を
取
り
入

れ
て
あ
り
、
政
策
提
言
や
一
般
質
問
に

お
け
る
内
容
の
精
査
等
が
必
要
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
議
会
報
告
会
に
お

い
て
は
、
美
祢
市
で
は
、
年
2
回
3
地

区
に
て
、
山
陽
小
野
田
市
に
お
い
て
は
、

年
4
回
中
学
校
単
位
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
班
編
成
で
報
告
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
特
に
簡
素
化
、
統
一
化
さ
れ

た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
り
、
ど
の
会
場

で
誰
が
報
告
し
て
も
同
一
の
内
容
に
な

る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

合
志
市
市
議
会
と
し
て
、
平
成
25
年

度
よ
り
会
派
制
の
導
入
、
及
び
議
会
報

告
会
の
開
催
が
決
定
し
て
い
る
中
で
、

今
回
の
研
修
が
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た

と
感
じ
ら
れ
る
研
修
で
し
た
。
今
回
の

研
修
を
含
め
、
議
員
各
位
、
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
に
向
け
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
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ぜ
小
中
学
校
の
新
設
を

　
　

検
討
し
な
い
の
か

神
田 

公
司 

議
員

神
田　
「
今
後
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童

生
徒
数
の
推
移
に
つ
い
て
〜
開
発
等
に
伴

う
児
童
生
徒
数
の
推
計
資
料
〜
」
で
平
成

30
年
、
平
成
36
年
ま
で
の
予
測
を
出
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
こ
が
ピ
ー
ク
な
の
か
。

教
育
部
長　

ピ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
住
民

基
本
台
帳
に
お
け
る
未
就
学
児
童
の
推
移

と
併
せ
、
開
発
の
動
向
を
見
な
が
ら
出
す

必
要
が
あ
る
。
合
志
南
小
学
校
、
南
ヶ
丘

小
学
校
、
西
合
志
南
小
学
校
区
は
ま
だ
ま

だ
人
口
が
住
民
基
本
台
帳
の
状
況
だ
け
で

も
伸
び
る
と
の
予
測
が
で
き
る
。
こ
こ
し

ば
ら
く
は
、
児
童
生
徒
数
は
増
加
し
て
い

く
と
予
測
を
立
て
て
い
る
。
ピ
ー
ク
を
い
つ

に
す
る
か
は
難
し
い
。

神
田　

３
月
１
日
現
在
の
人
口
で
も
０
歳

が
６
６
２
人
、
15
歳
が
５
６
１
人
で
１
０
０

人
以
上
も
多
い
。
一
番
人
口
の
多
い
年
齢
は

３
歳
児
。
３
歳
児
が
中
学
校
３
年
生
に
な

る
の
は
12
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
合

志
市
南
部
地
域
の
開
発
計
画
に
よ
る
区
画

が
埋
ま
っ
た
と
し
て
１,
３
１
９
世
帯
×
1.6

人
（
１
世
帯
当
た
り
の
15
歳
ま
で
の
人
口
）

＝
２,
１
１
０
人
。
こ
れ
に
ア
パ
ー
ト
建
設

な
ど
を
入
れ
る
と
さ
ら
に
上
回
る
。
こ
の
数

字
の
中
で
７
割
弱
が
未
就
学
児
、
３
割
弱

が
小
学
生
、
若
干
数
が
中
学
生
で
あ
り
、

15
年
〜
20
年
先
を
見
通
し
新
設
の
検
討
に

入
る
べ
き
だ
。

教
育
部
長　

校
舎
敷
地
内
に
敷
地
が
あ
る

の
で
、
今
後
の
対
策
と
し
て
学
校
の
分
離
、

新
設
、
校
区
の
見
直
し
は
行
わ
ず
に
、
増

築
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。
新
設
を

ど
う
し
て
考
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
だ

が
、
児
童
生
徒
数
の
予
測
を
立
て
て
、
増

築
で
い
け
る
と
い
う
予
測
の
中
で
方
向
性

を
出
し
た
。
今
こ
こ
で
新
設
と
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
学
校
校
区
の
分
離
と
い
う
も

の
も
併
せ
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
る
市
民
の「
無
用
な
心
配
・
混
乱
」

は
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
。

神
田　

合
志
南
小
、
南
ヶ
丘
小
、
西
合
志

東
小
、
西
合
志
南
小
が
予
想
で
は
、
平
成

30
年
に
９
２
１
人
、
８
２
３
人
、
１,
１
１

０
人
、
８
８
１
人
、
合
志
中
、
西
合
志
南

中
と
も
１,
０
０
０
人
に
近
く
な
る
。
教
育

委
員
会
と
し
て
「
適
正
規
模
」
の
観
点
か

ら
今
の
学
校
の
状
況
が
良
い
状
況
な
の
か

ど
う
か
、
検
討
し
な
く
て
い
い
の
か
、「
無

用
な
心
配
」
と
は
論
外
だ
。

上
田 

欣
也 

議
員

通
学
路
は
子
ど
も
だ
け
が

  

利
用
す
る
と
は
限
ら
な
い

上
田　

市
道
の
工
事
予
定
箇
所
の
順
位
と

今
後
継
続
的
に
取
り
組
む
課
題
は
。

建
設
課
長　

交
通
状
況
、
道
路
の
傷
み
具

合
、
地
区
の
要
望
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
観
点

か
ら
中
長
期
計
画
を
、
財
政
計
画
に
合
わ

せ
５
年
間
の
年
度
計
画
を
立
て
て
い
る
。

用
地
の
確
保
、
ま
た
延
長
４
０
０
キ
ロ
を

超
え
る
舗
装
打
ち
換
え
が
課
題
だ
が
、
年

間
10
キ
ロ
足
ら
ず
し
か
で
き
て
い
な
い
。

上
田　

通
学
路
の
危
険
個
所
は
。

学
校
教
育
課
長　

平
成
24
年
度
各
学
校
か

ら
50
箇
所
の
改
善
要
望
が
上
が
っ
て
い
て
、

昨
年
９
月
警
察
、
県
、
市
な
ど
関
係
者
に

よ
る
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。

建
設
課
長　

カ
ラ
ー
舗
装
を
進
め
つ
つ
、簡

易
な
工
事
は
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。点

検
で
指
摘
さ
れ
た
個
所
は
今
後
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
田　

通
学
路
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
市

民
が
通
る
道
路
で
も
あ
る
。
整
備
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
自
動
車
を
運
転
す
る
側
の
問

題
も
多
い
。

副
市
長　

交
通
の
問
題
は
、
環
境
か
ら
安

全
教
育
ま
で
幅
広
い
が
、
今
後
と
も
関
係

者
同
士
で
連
携
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
は

時
間
帯
規
制
や
一
方
通
行
、
進
入
禁
止
等

に
す
べ
き
箇
所
も
あ
る
。
通
学
路
の
見
直

し
と
共
に
働
き
か
け
を
し
た
い
。

上
田　

重
点
区
域
土
地
利
用
計
画
書
に
あ

る
「
サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
構
想
」
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
長　

交
通
上
の
安
全

性
確
保
、
財
源
調
整
も
必
要
に
な
る
の
で

現
在
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

上
田　

自
転
車
も
乗
せ
ら
れ
る
菊
池
電
車

も
あ
る
の
で
、
合
志
市
の
Ｐ
Ｒ
に
結
び
付

け
て
は
ど
う
か
。
自
治
会
へ
の
加
入
状
況

と
意
見
交
換
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
応
じ
た

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

上
田　

「
現
金
」
も
大
事
だ
が
、
病
気
で

も
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
合
志
市
民
一
人

ひ
と
り
の
「
元
気
」
が
も
っ
と
大
切
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

 　　

自転車も通れる歩道

嬉野市視察

太宰府市視察

美祢市

山陽小野田市


